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第 12 回 「児童教育実践についての研究助成」 助成対象決定 

 

 

博報財団（公益財団法人 博報児童教育振興会）は、第12回「児童教育実践についての研究助成」の助成対象を決定し、

本日発表いたしましたのでお知らせいたします。  

 

■ 助 成 対 象 

審査委員会による厳正な審査の結果、応募総数 106 件のうち、15 件の研究を助成対象として選出しました。 

詳細は「助成対象一覧」をご参照ください。 

 

 

■ 今 後 の予 定 

2017 年 4 月 1 日～2018 年 3 月 31 日の 1 年間、研究助成を行います。 

終了後は、助成対象者から研究成果報告書を提出していただくとともに、研究成果発表会で発表していただ

きます。また、助成対象者が希望する場合は、継続助成の申請をすることができます。 

 

 

■ 当事業の目的 

すぐれた教育実践を生み出すためには、そのバックグラウンドとなる研究の深化・拡大が必要です。 

この事業は、ことばの教育と児童教育実践の質を向上させる、新しい視点を持つ研究を助成し、その成果が

教育の現場に反映され、児童教育の基盤を充実させることを目的としています。 

詳細はホームページをご覧ください。 

 http://www.hakuhofoundation.or.jp/subsidy/tabid/136/Default.aspx 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本件に関するお問い合わせ先： 

公益財団法人 博報児童教育振興会 研究助成事業担当 

TEL. 03-5570-5008 / FAX. 03-5570-5016 

E-mail. hakuho.foundation@hakuhodo.co.jp 

博報財団（正式名称：公益財団法人 博報児童教育振興会）は、1970 年、株式会社博報堂の創業 75 周年記念事業として

設立されました。新公益法人制度の施行に伴い、2011 年 4 月に公益財団法人として認定され、現在に至ります。 

次代を担う子どもたちの豊かな人間性の育成のために、児童教育の実践者を顕彰する「博報賞」をはじめ、「児童教育実践に
ついての研究助成」「国際日本研究フェローシップ」「世界の子ども日本語ネットワーク推進」など、「ことば」「文化」の領域を中
心に児童教育の支援につながる活動を行っています。 

◇ 公式ホームページ http://www.hakuhofoundation.or.jp/ ◇ 
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第 12 回 児童教育実践についての研究助成 助成対象一覧 

助成対象研究(代表)者 (五十音順、敬称略) 研究タイトル （※はグループ研究） 

明地 洋典（あけち ひろのり） 

東京大学こころの多様性と適応の統合的研究機構 助教 
自閉症児における通状況的統計的語彙学習 ※ 

岡部 晋典（おかべ ゆきのり） 

同志社大学学習支援・教育開発センター 助教 
読書感想文嫌いを防止する読書感想文作成支援ゲームの構築 

開田 晃央（かいた てるお） 

茨城大学教育学部附属中学校 教諭 

接続表現を中心とした論理語彙の活性化―段階的育成プログラム

の開発― ※ 

齊藤 昭則（さいとう あきのり） 

京都大学大学院理学研究科 准教授 

小学校授業におけるデジタル立体地球儀活用のための教材開発と

試行 ※ 

佐藤 剛（さとう つよし） 

弘前大学教育学部 講師 
小学生用の語彙サイズテストの開発と実態調査 

鈴木 豪（すずき ごう） 

東京大学大学院教育学研究科 大学院生 
小・中学生が持つ教科別学習観の構造 ※ 

田中 真由美（たなか まゆみ） 

信州大学学術研究院教育学系 助教 

ことば科における絵本読み聞かせの幼小接続モジュール・シラバス

の開発 ※ 

趙 曌（ちょう あきこ） 

広島大学大学院教育学研究科 大学院生 

外国語児の日本語学習のための絵本・アプリの開発－実際の言語

学習メカニズムを踏まえて－ 

利根川 明子（とねがわ あきこ） 

東京大学大学院教育学研究科 大学院生 

感情表出と学校適応の相互因果関係：学級の感情風土による調

整効果に着目して 

中内 麻美（なかうち あさみ） 

立教大学心理芸術人文学研究所 研究従事者 

発達障害児の自律的な行動調節の支援パッケージの開発―自発

的なことばと行動調節の関連の検討― ※ 

中村 優子（なかむら ゆうこ） 

東京大学進化認知科学研究センター 研究員 

実際的食育プログラムの開発を目指した、思春期の児童における摂

食制御の神経心理学的メカニズムの解明 

新国 佳祐（にいくに けいゆう） 

東北大学大学院情報科学研究科 助教 

話者の文法知識と読字習慣から見る文章読解能力：文章への柔軟

な対応力の育成をめざして ※ 

福島 耕平（ふくしま こうへい） 

鈴鹿市立白子小学校 教諭 
児童の論理的文章力の育成をめざしたアプリの開発と実践 ※ 

藤井 康子（ふじい やすこ） 

大分大学教育学部 准教授 

中学生期における「アートと言葉」をテーマとした教科融合型学習 

※ 

松田 真希子（まつだ まきこ） 

金沢大学国際機構 准教授 

外国にルーツをもつ特別支援学級在籍児童の複言語能力に関する

調査研究 ※ 

〈所属・役職は助成決定時のもの〉 


